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この報告書は、中山間地域農村活性化総合整備事業に伴う松葉遺跡の発掘調査の記

録です。

松葉遺跡は、平成4年度の長岡市内遺跡発掘調査で確認された遺跡です。今回の発

掘調査で、縄文時代や古代 ・中世 ・近世の土器や木製品などの遺物と、建物跡や井戸

跡それに墓地などの遺構が発見され、栖吉地区の歴史を調べる上で貴重な資料を得る

ことができました。中でも 「文明」という年号が書かれた木片は、遺跡の年代を考え

る上で、注目される出土品です。

今回の調査の成果、特に中世の資料は、栖吉川を挟んで対岸にある三貫梨遺跡の調

査成果と並んで、栖吉城跡を中心とする栖吉地区、ひいては長岡市の中世史の解明に

一つの手がかりを与えてくれるものと思います。

この記録が、地域の埋蔵文化財に対する理解と認識を深め、また学術研究に活用さ

れることを願っております。

今回の調査にあたり 、御指導 ・御協力をいただきました新潟県教育庁文化行政課を

はじめ関係各位に対し、心からお礼申し上げます。

平成6年 3月

長岡市教育委員会

教育長大西厚生



例 言

1. 本書は、新褐県長岡市栖吉町字消水田に所在する松艇 （まつば）追跡の発掘調任記録である。

2. 発掘調介はしま、中山間地域農村活性化総合柩備事業に伴う調在 （調査対埃面租約3500mりであり 、

長岡市教育委員会が調査ヒ体となって、平成5年5月12日から 8月2011に現地調任を実施し、

平成 5年11月111から平成 6年3月2511に報告湛作成のための整即作業を行なった。

調査に要した経'l'cは、市の淮独事業’代の他、 国I車及び県費の補助金の交付を受けた。

発捌調査の体制は、次のとおりである。

調査上体：長岡市教育委員会 （教育長 大西厄生）

調査担当：小熊博史 （科学博物館学芸員） 調査員 ：小林伸治 （社会教育課文化振興係上湘）

巾務局 ：松井登喜男 （社会教育課長） ・星 勇 （社会教育課課長補佐）

駒形敏朗 （社会教育課文化振輿係長） ・恩田一裕（文化振興係主森）

山田あゆみ （文化振興係もJO ・須藤 聡 （文化振奥係主LJi:)

5. 発掘調代で出卜した遺物及び図面 ・写真等の調在記録は、長岡市教育委員会が保管している。

出土辿物の注記は、追跡略号を MTとし、取ヒ番号、出 I:.区 （または追構番号）、陪位の順で

3. 

4. 

記人した。

6. 本苫の編集は、小熊が担当した。図版の作成は、小熊が広Jj:造 （科学博物館学芸員）の協））を

得て行ない、整理作業員の佐藤由美(-.福島忠(-. 小林房了• ・大矢実代(-がこれを補助した。

執筆は、N-3一(3紅）～④を広井が分担し、N-3-(4)を除くその他は小熊が行なった。N-

3-(4ゆ～⑭については、高橋正志氏 （日本歯科大学新褐歯学部口腔解剖学研究室）から、出

上人骨の鑑定結果をいただいた。なお、中世 ・近!It追物の認定については、餡巻康志氏 （新発

田市教育委員会生涯教育課）の御協力と御助言をいただいた。

7. 本文中のりI!廿文献は、著者名と発行年を ［ ］で示し、巻末に一覧を収めた。

8. 挿図のうち、地形図等で方位の記入のないものは真北を上にそろえた。また、追構図等の方位

はすべて磁北をあらわし、逍構個別図内の矢印 （先端が磁北）も方位を示す。

9. 遣構は、種別ことに次の略号を使用し、一連の番号を付した。柱穴 ：P、杭 ：K、建物： SB、

l::.坑： SK、牌 ：SD、井戸： SE、墓坑 ：G、道： SF、性格不明遣構： SX。

10. 収録した遣物の番号は通し番号とし、挿図と巻未写真の番号を一致させた（杭 ・木柱及び人骨

は写真のみ）。 挿図の追物番号には、 （ ）で出ヒ区 ・出土辿構名を付記した。

11. 発掘調在には、地尤栖吉町及び御山町 ・東片貝町の方々約40名から、調査作業員として参加し

ていただいた。また調脊から報告書の作成に至るまで、下記の方々 ・機関から多大な御協力と

御教示をいただいた。記して感謝申し上げたい （五 卜音順、敬称略）。

胃木佐太雄 ・阿部洋輔 ・稲川明雄 ・金f 逹 ・ 神林昭ー ・ 剣持利夫 • 佐々木謙昌 ・JA栖吉

支所 ・栖吉地区公民館 ・栖吉圃場整備協議会 ・高橘保 ・山中耕作 ・餡巻康志 ・戸田文-. 中

村祥ー ・ 嗚海忠夫 ・ 新洞県教育庁文化行政課 • 西山邦夫 ・ 広野耕造 • 藤木久志 ・ふるさと体

験農業セソク ー ・水沢芙徳 ・山崎 進 • 吉沢俊夫
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I 調査に 至 る経緯

長岡市では、平成3年度から栖吉町周辺を対象に、水田改良を主目的とする「中山間地域農村活

性化総合整備事業」を進めている。事業予定地内には、周知の追跡が点在することから、長岡市教

育委員会（担当：社会教育課）では、事前に協議資料を作成することを目的として、平成3~4年

度の 2か年にわたり 、関連諸追跡の確認調査を実施することになった。

松菓遺跡は事業予定地内に所在する遺跡の一つで、土器や石器を出土する場所として地元では古

くから知られていたが、確認調査前までは未周知の遺跡であった。遺跡発見の契機となったのは、

長岡市企画調整部市史編さん室が平成3年に行なった考古資料調査で、栖吉町水沢信二氏の採集資

料を調査した際、遺跡の所在を初めて確認した。

松薬遺跡の確認調査は、平成4年度に実施され、その結果、①追跡全体の範囲は不明であるが、

事業予定地にかかる部分については、ほぼ全域に広がっていること、②出土遺物からみて、遺跡は

縄文時代 （早期 ・中期）及び占代（奈良） ・中世 (15世紀頃）の集落跡であること、などが報告さ

れた［駒形1993]。その後、事業計画が具体化するに伴い、造跡の範囲約3500面 （図 1網点部）が

市道建設部分を含む圃場整備市業地にかかることになった。長岡市教育委員会では、事業担当部局

である長岡市農林整備部牒林整備課及び新洞県教育庁文化行政課と協談の上、工事にかかる範囲に

ついて、平成5年度に発掘調査を実施し、記録保存することにした。

図1.調査地の位置 (1/5,000、網点部は調査範囲）



II 遺 跡の 環境

1. 遺跡の位置と地形 （図 1・ 2)

新褐県のほぼ中央に位骰する長岡巾は、1U域中央の平野部に（直農川が北流し、その東西には,,-.陵

が辿な っ ている 。 東側の 1了：陵は辿称 「東山丘陵」（魚沼丘陵の•部 ） と呼ばれ 、 その丘陵沿いに栖

古町がある。松菓追跡は栖吉集落の南西側で、信農川支流の栖吉川Jビ岸に立地する。信誤川から追

跡地までの直線距離は約 5km、栖古川との距離は約250m。調在地点の標1情は約57~61mで、追跡

付近の現況は水田、畑、牧，‘在地となっている。

国,~地理院発行の卜地条件図の区分 （図2)によれば、栖，『町周辺には扇状地及び緩扇状地が広

がっている。信濃川西側では「「．陵沿いに加fl怜段丘が発達している地形に対し、東山斤陵沿いは栖討

にみられるように、山麓から流れ出る小irrJJ11によ って谷「l扇状地が形成されている地域が多い。追

跡付近は、扇状地面より一段閻ま っており 、山麓堆積地形の I:石流段丘 (I::石流による堆招物が佼

食化され、段丘化した地形）に相当する。

追跡の東側には 「物入沢」と称される大規校な沢が延び、西側も沢状の地形を呈している。また、

北側の扇状地には水IIIが広がり、南側は東山丘陵から派牛する低丘陵に続く 。遺跡の範囲は、おそ

らく、東西の沢に挟まれ、さらに北側の扇状地と南側の低丘陵に区切られた平坦部一帯に広がって

いるとみられる。平釦部は南側から北側にかけて緩く傾斜し、調在地点はその先端部にあたる。

図2.松葉遺跡周辺の地形 （国ヒ地理院発行 l/25,000地形図 「栃尾」・「半蔵金」を使用、地形区分は 「ヒ地
条件図」による。黒丸は松娯追跡を示す。）
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図3.栖吉周辺の遺跡分布 （国七地理院発行1/25,000地形凶「栃尾」・「半蔵金」・「長岡」・「片貝」を
1 /50,000に縮小、●＝縄文、 〇＝弥生、 △＝古代、 ▲＝中世の追跡、 口
＝寺社咋を示す ）
L. 松虻、 2a. -c貫梨(J-1"(墓群）、2b. 三貝梨（館跡）、3. 中逍、~- 大明神、 5.大行寺、
6. 栖吉城跡、 7.栖吉支城跡、 8.新m山特跡、 A 普済寺、13. 善照寺、C. 栖 吉神社、
D. 一本杉

2. 遺跡周辺の歴史的環境 （図3)

栖吉周辺には、縄文時代から中枇に全る追跡が多数確認されている。松菜周辺のじな遺跡として

は、栖吉川を挟んで北側の対岸に、中世の墳簗群や集落跡が検出された----=:貫梨追跡があり 、栖吉集

洛西端側の水田中には、縄文時代及び中枇の追物が多星に出上した中追遺跡や人→明神追跡などが分

布する。また集落背後の東山丘陵上には、大規模な縄張をもつ中世の山城、栖古城跡が控えている。

「栖吉」の地名は、室町時代以降のいく つかの史料ヒにあらわれ、中世の栖吉が高彼保の上条と

いわれる地域に屈していたことがわかる。越後守護ヒ杉氏の有力被官で、古志郡を在地支配した占

志長尾氏は、南北朝時代に信濃川縁の蔵下堂 を本拠としていたが、 室町期後半には栖吉周辺に勢力

をのばしていた。15世紀末から16世紀にかけての時期には、古志長尾氏は本拠を栖吉に移し、現在

の集洛餓観に近い城下集落を形成したとみられる。栖吉一帯は、中世、特に室町時代から戦国時代

にかけて、古志郡の中でも政治 ・経済の中核的な地域であった。近世では長岡藩領栖吉村、近代に

は周辺の 9か村を合併して古志郡栖吉村となり 、その後、長岡市に合併されて現在に至っている。

視在の栖吉町は約300枇帯で集落を構成し、風谷 ・ 人村 ・ 大門 • 原町 ・中町 ・善応寺の組名が残

る。町1村の寺院には、曹洞宗の普済寺、浄七真宗の善照寺及びその塔頭の通善寺 ・正円寺がある。

神社は現在、栖吉神社に統合されているが、明治期には守門 （巣守）・羽黒 ・白山 ・諏訪 ・住吉社

等の多数があった。また集落の東南には、修験道と深く関わる風谷山 （風谷薬師）が位骰している。

遺跡名の 「松葉」は俗称地名で字消水田にあり、字山道と字岩野の境界に接する付近にあたる。

その他、 松築周辺の地名としては、西側の「物人沢」を挟んで 「 •本杉」 があり、守門社がまつら

れていたという。また、字岩野の市営牧場入り口付近には 「大行寺」の俗称地名が残り 、普済寺の

前身の寺院名と共通する。「大行寺」からは中世の追物 (30ページ図23-182)も採集されている。
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III 調 査 の方 法 と 経 過

1. 調査の方法

調査区の設定 （図4) 調査対象範囲の東南端に任意に設定した点 (Oa)を基準に、対象範囲を

ほぼ東西に横切るライソ (aライソ）とそれと直交する南北ライソ (0ライソ）を座標軸として、2

X2mのメッシュを設定した。南北ライソは磁北に対して、ほぼN-2°-Eである。発掘区（グリッ

ド）は、2X 2 mを単位（名称は南西コーナーを優位）として、追物の取り上げ等はこれに従った。

標高は整備事業工事区内のぺ‘ノチマーク（県立長岡大手高校付近の地盤変動基準点NA14が原点）

を使用した。

なお、調在対象範囲内では、東半の畑部と西半の水田部で高低差があり 、地形的に区分される景

観を呈していた ことから、40ライソ付近を境として、畑部を「東地区」、水田部を「西地区」と称

することに した。

発掘の方法 発掘の方法としては、まず東地区（畑部）では表上 (I陪）中にも遺物が混在する

状況から、人力による発掘を行ない、辿構や遺物の検出に努めた（排土の移動等にはベルトコソベ

アを使用）。西地区（水田部）については、現況及び確認調代の結果から、地表面に広く耕作の影

婢が認められ、また遺物もほとんど含んでいないため、表上（水田耕作土、I層）をバックホーで

除去し、周囲に排水溝を掘削した後、III曽以下の追物包含／榊から人力で発掘を進めた。

出上追物は、原則として2X 2 mの発掘区単位及び追構ごとに取り上げ、層位等を記録した。調

査範囲内の土！屈序は、地点によって著しい差異は認められなかったため、東地区では東西方向の横

断面、西地区では南北方向の横断面を残しながら確認した。

2. 調査の経過

発掘調査に要した期間は、平成5年5月12日から 8月20日までの実質約50日間で、経過の概略は

以下のとおりである。

5月12日~20日 プレハプ ・ペル トコソペア ・発掘用具 ・測批機材等の搬入、基本杭の打設

5月20日 東地区北側 （畑低位部）から発掘作業開始

5月26日 東地区南側 （畑高位部）を中心に発掘作業継続

5月28日 東地区南側の遺構確認及び遺構発掘開始（ピット群、溝、井戸、墓坑など）

6月2日 東地区南側の追構精査継続と併せて、東端部 (0a~l5 a付近）を発掘

6月3日 東地区の遺構精査継続（墓坑群周辺他）、バックホーによる西地区の表土除去

6月4日 東地区の発掘作業はほぼ終了（測足作業は継続）、西地区の排水路設定作業開始

6月16日 西地区の発掘作業開始 (40~60ライソ間付近）

7月1日 西地区の発掘作業継続 (60~90ライソ間付近）

7月22日 西地区全体の発掘作業継続、遺構精査（ビット群、溝、井戸等）、清掃作業

8月4日 発掘作業終了、発掘用具等の搬出

8月9日~20日 調査区全体の写真撮影、西地区の測蘇補足作業
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N 調 査 の 士
口糸 果

1. 層序 （図 5)

発掘調査地は段丘の先端部にあたるが、東地区（畑部） と西地区（水田部）では高低差が認めら

れた。調査前の地形は、東地区が西地区よりも約2~4m低い状況で、発掘後に確認された地山上

面の傾斜もほぼ同様の状況を示していた（図 6エレヴェーショソ参照）。東西方向は、東地区と西

地区の境界付近で階段状（耕作に伴う削平の段差）に低くなり 、さらに西側に向かって緩く傾斜す

る。また南北方向は、東西地区ともに北側に傾いている。

調査地内で確認された基本的な堆積士層は、東地区と西地区では色調等やや異なるが、ほぼ同様

の構成である。 I層は表土で、東地区は畑の耕作土、西地区は水田の床土。II層は褐色～黒褐色土

の遺物包含層で、縄文時代や中世などの追物が混在していた。色調や礫 ・地山粒の混入具合によっ

て細分可能。西地区では粘性があり 、部分的に有臭の腐食質土壌 (II7)が認められる。III層は地

山で、土石流段丘の基盤を反映して、地点によって差異がみられる。東地区では、黄褐色粘土と黄

褐色砂質土が観察され、部分的に礫を多く含む。西地区は黄褐色～青灰色砂質土で、特に東半域の

地山上面には広範囲に多絋の礫が露出していた。また、西半域には暗渠配管が設けらてれおり 、部

分的ではあるが地山上面まで耕作の影響が及んでいる。なお、各土居の性状は図5に記した。

2. 遺構 （図 6~13, 表1、写真2~ 7) 

縄文時代及び中世に関わる遺構が検出された。東地区には、ビット群、土坑、溝、井戸、墓坑群、

道跡などがあり 、西地区では、ピ；；ト群、建物跡、杭群、土坑、溝、井戸などが確認されている。

以下、地区別に各追構について記載する。

(1)東地区 （図 7~11, 写真2・4~6) 23~39・a~ f区域の平坦部には縄文時代及び中世のビ ッ

ト群、土坑、溝、井戸、道跡などが分布し、34~38・h~ m区域では中世の墓坑群がまとまって

検出された。

ピット群 （図 7・8) 柱穴状の遺構は約30基で、径25~80・深さ15~40cm程度。概して、包含

直贋
，．い・ト・...... ・ヽ....p ．．． .... 

90 

図4.調査区の設定 (1/1,500、網点部は調査範囲）
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陪除去後の地山 I:.面は、砂礫混じりの上壌で崩

れやすく、耕作による攪乱もあって、ビットの

形態を識別しがたい状況であった。P6は柱痕

-10 

39 

を残す例で、長径50・短径40・深さ25cm。断面

中央には、柱痕を示す幅約25cmの黒色上が観察 38 

された。覆土には縄文時代中期の上器細片と焼

礫を含む。一方、P12は柱痕が不明瞭なピ ット

で、長径45・短径40・深さ40cm。閉上は、地山

粒枇入気味の黒色土で辿物は含まない。その他

のピッ トの多くは、P12に近い獲七の様相を呈 35 

していた。確認された ピッ ト群の配置から、具

体的な規則性を見いだすことはできなかったが、

掘立柱建物跡や竪穴住居跡などが南側の未発掘

域に広がっている可能性が高い。

土坑 （図8) 2基 (SK4・SK5)を検出。

30 a区に位置するSK4は、検出した範囲の I::.

（図16・17-14・33・43・53)や石器 （図18-

66)を含む。32~33・b~ c区のSK5は、長

径225・短径170・深さ60cmの不整形な大形上坑。

底面の形状からは、2基のヒ坑が複合していた

可能性もある。閉上は黒褐色で、縄文七器破片

（図16-9)を含んでいた。SK4・SK5とも

に縄文時代の上坑とみられる。

溝 （図7) 5条 (SD1 ~SD 5)を検出。

SD 1 ~SD4は25~27・a~e区付近にあり 、

北東ー南西方向に並列している。SD1は長さ

730・幅55~65・深さ25cm、SD2は長さ570・幅60

~80・深さ20cm、SD3は長さ500・幅50~65・

深さ25cm、SD4は長さ240・幅40~60・深さ15

cm。いずれの南西端部もSD5にかかる。その

切り合い関係は明確ではないが、SD5より新

しい時期の構築か。SD5は25~38・a~e区

37 

~4 

33 

32 

面径150・底面径120・深さ30cm。南半は未発掘

域にかかるが、平面円形あるいは楕円形とみら 30 

れる。黒褐色の覆土には多数の縄文ヒ器破片
29 

28 

26 

?
-

23 

22 

36 
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で、北西ー南東方向に延びて、南東部は未発掘域に続く 。長さ27m、幅60~90・深さ10~20cm。井

戸SE1と上坑SK5との間付近では、深度が浅くなり痕跡は不明瞭で、切り合い関係も不明。各溝

の閉上は黒褐色で、縄文土器及び中世陶磁器細片が少屈出土した。いずれも中世に関連する追構と

みられるが、その性格は明らかでない。

井戸 （図8) 3基 (SE1 ~SE3)を検出。29・b~ c区に位置するSE1は平面長楕円形で、

上面径120~160・底面径55~65・深さ195cm。 下部にはテラ ス状の段を形成する。覆士は黒褐色土

に地山黄褐色上のプロックが混在し、上層部に縄文上器及び珠洲焼破片 （図20-115・122・125)

少位、下層部に石鉢 （図26-217)、焼礫、漆器 （図24-186)等を含む。37・a~ b区のSE2は

平面不整円形で、上面径75~110・底面径80~100・深さ225cm。閉土は黒褐色七と黄褐色士が混在

し、上層部に縄文ヒ器及び中世陶磁器破片 （図19-97)少贔、下層部に木片少蘇を含む。37~38・

c~d区のSE3は平面不整円形で、上面径110~125・底面径50~65・深さ175cm。閉七は黒褐色

士と黄褐色士が混在、 ヒ層部に縄文七器破片少凪及び石槍片 （ 図18~64 ) 、下層部にも縄文 I:器破

片少量を含む。SE1 ~SE 3のいずれも素掘りの井戸で、中世期に構築されたものと考えられる。

墓坑群 （図9~11, 表 1' 写真5・6) 17基 (G1 ~G 17)を検出。34~38・h~ m区付近

で、北東側に開いた 「コ」の字状に分布し、そのほとんどが地山上面の傾斜が変換する部分に構築

されている。地山の傾斜疫換部は畑の境界に対応することから、墓坑群の 1:部は畑の段をつける際、

すでに削平されている可能性が高い。各墓坑の形態や規模等の詳細は表 1に示したとおりで、 平面

形には、円形、楕円形、長方形の形態が認められる。上面径は 1m前後のものが多く、 Glが最大、

GSが最小の規模である。深度は確認面から30cm前後を測り 、削平の著しいものは10cm程度で、底

而付近だけが残存している。覆上は概ね黒褐色上と地山黄褐色 I:が混在した性状で、炭細片や焼土

粒を多く含む。G2の底面には長さ20~40cm程度の偏平な礫6点、 GSの底面には約20cmの礫 1点

が残されていた。覆ヒに人骨が残存していた墓坑は、 G1・G 3・G 4・G 5・G 7・G 12の6基で、

特にG4とG7の出七星が多い。鑑定の結果 (36ページ参照）では、いずれも火葬骨である。経坑

内に焼成の痕跡を残すものはG7のみで、底面及び側壁が被熱で赤褐色に度色、硬化している。閉

土の状況から複数同 (2~ 3回）の焼成が行なわれたと推測される。鑑定では 1個体分の人骨が出
土。おそらく墓坑内で火葬した後に埋非した可能性が高い。その他の墓坑には焼成の痕跡は認めら

れず、別地点で火葬後、骨を埋葬したと考えられる。また、 GlとGSからは銭貨 （図26-239・24

0)が出土し、埋葬時の風習を示している。墓坑群は、形態や銭貨を埋納する状況などから、中世

期の墓域として位貯づけられる。その他、Gl付近から南西方向に続く溝状遺構 (SX2)、墓坑群

中央の空間に残る礫群 (SX3)、北側の溝状逍構 (SX4)、南側の平坦部に延びる道跡 (SF1)が

あり、墓域に関連するものか。

道 （図7) 1か所 (SF1)を検出。地山上面に直径 1~lOcm程度の玉砂利を敷き詰めた部分

を道跡と認定した。幅100~140cm・長さ15mで、35ライソ付近をほぼ南北方向に延びる。その南端

部は未発掘域に続き、北端部は墓坑群の手前 (37h区付近）で途切れている。SD5と交差するが、

その切り合い関係は不明。道のライソ自体は明治期作成の地籍図に記された旧道や畑境界とも異な

11 
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図9.東地区墓坑群全体図 (33-38・h~n区）

（数値のiji位はcm、上1@f・底而径は長軸X短軸の最大値、十は削平部を示す）

番り 平面形 上面径 底血径 探度 伴出遺物等 番号 平面形 !:[面径 氏(/ij径 探1笈 伴出屈物等

Gl 楕円形 l30t X 110 80t X85 35 銭即、火柑廿少址 G9 長）i Ifft BOX的 7QX5Q 10 

G2 楕円形 100十xso7Qt X65 35 "ヽ） 6、切り合いGIょ GlO 円形 9()X75 4QXぉ 35 祈しし、

G3 桁円形 llOX60十 85xso+ 30 火作骨少沌 Gll 桁円形 80X35t 7QX25t 25 

G4 円lfP 8QX6Qt 40+ x3Qt 30 火作骨多{,f Gl2 長）j形 J2QX8Q llOX70 40 火葬件少菰

GS 円形 60十x55 45X2Q 30 銭代1、礫l、火作什少絨 G!3 円形 8QX75 約X4Q 35 

G6 円形 7QX6() 50X35 50 I Gl4 ド1形？ 65X35t 60十xzs+ 35 

G7 長!ilf; J0jX7Q [(X)X6Q 15 ク火
hII 11-~ 1,: 、Oll¥ it 1(u 被 GlS 桁円形 8QX35t 7QX25t 15 

G 8(]) 長hlfi120+ xss )1QtX45 20 
}2基屯複か

Gl6 楕円形 85十X65 75t X4Q 15 切り合いGI?より古い

G8② 桁印ft 85t X45 6Qx30 35 Gl7 長）j/fi 90X7Q 7QXSQ 15 
切り合いC!6より新し
し、
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図11. 東地区の墓坑(2)(G 11 ~ G 17) 

ることから、近世以前に使用された可能性が高い。また、筵坑群との関連も推測される。

その他 （図7・9) 性格不明の追構が4か所 (SX1 ~ 4)ある。38~39・d区のsx1は、長

さ180・輻75~90・深さ15cmの溝状追構。西端部は畑の段に削平されて不明。覆ヒは黒褐色で遺物

は出上していない。SD1 ~SDSと共通するものか。SX2は墓坑群南側のG1・G2付近から南西

に約7.Sm延びる溝状追構で、南西端部は畑の段となり途切れている。38h区付近で幅100~120・

深さ10~30cmを測り 、南西側ほど浅い。38i区からは銭貨が出土している。墓坑群に関連する溝か。

sx 3は蒻坑群内の空間中央36k区付近にあり 、180x 100cmの範囲に径 1~10cm程度の玉砂利状の

礫が密集する。礫の肛さは 5~10cmで、炭片や焼ヒの此入、遺物の伴出等は認められないが、位置

的にみて筵坑群に関連する追構と推測される。SX4は鉦坑群北側341区付近から北西に約6.Sm延

びる尚状辿構で、北西端部は牒道にかかる。幅70~130・深さ35~40cm。毅土は黒褐色で追物は出

土していないが、南側の底面から側壁部にかけて円礫 （径20~30cm程度）を多数含んでいた。墓坑

群との位四関係から、北側縁辺を画する性格の溝か。

( 2 )西地区 （ 図12 • 13, 写真 3 • 7) 西半域を中心に、ビット群、建物跡、杭群、 ヒ坑、溝、井戸

などが分布する。中央～東半域の遺構は希薄で、若干のビ ット及び杭が、点在している。

ピッ ト群 （図6・12) 柱穴状の追構は、約130基が検出されている。地区東側にも部分的に認

められるが、多くは西側に分布する。形状は円形で径10~60・深さ10~45cm程度の規模を屋し、径

14 



20~40・ 深さ20~30cmのものが多い。中にはテラス状の段をもつ材1:Jf:かもみられる (''f-真7―④)。

疫土は概ね黒褐色で、断l面に柱痕を残すものはほとんど認められない。径の大きいものは建物跡の

柱穴とみられるが、具体的に構成や配列が明らかになったのは下記の建物跡だけで、その他は不明

であった。径の小さいものの中には、後述の杭跡との区別が明瞭でないものもある。

建物跡 （図12) 前記のビ ット群のうち、調在後に図上で推定復応したもので、同規校の掘立柱

建物跡2棟 (SB1・SB 2)がある。

81 ~84・i ~ k区に位骰するSB1は、桁行2問 (5.4m)X梁間2間 (3.5m)の東西棟建物で、

身舎北側に 1間 (l.0 m)の庇をもつ。桁行2間に対し、庇筋は4間の間隔となる。身舎中央には、

棟持柱あるいは間仕切りとみられる柱穴がある。柱穴 7はSD6①と爪複する。身舎を構成する柱

穴は径20~40・深さ15~35cm、庇の柱穴は径20~40・深さ20~30cmで、柱穴の覆 I-:から特に追物は

出土していない。75~79・g~ j区に位骰するSB2は、桁行2問 (5.5m)X梁間2/1¥j(3.5m)の

東西棟建物で、 SB1と同規模を示す。身舎北側に 111¥l(l.Om)の庇をもち、その間隔は桁行筋と

同じく 2問。身舎中央には、 SBl同様、棟持柱あるいは間仕切りとみられる柱穴がある。柱穴 1• 

9は未確認、柱穴6はII音渠にかかるため不明。身舎を構成する柱穴は径35~60・深さ20~45cm、庇

の柱穴は径20・深さ15~20cm。柱穴の股上から追物は出上していないが、柱穴10には木柱材が残さ

れていた。

なお、 SBlの西側および南側、 SE4の周辺にも部分的に規則的な配列を示す複数のピ ソトがあ

り、何らかの建物跡が{f-在していたnf能性もある。

杭群 (15<!6・12) 地而に打ち込まれた状況で検出された木杭は約140点あるが、追構群が集中

する西半域と、追構が希絣な中央～東'j':.域では、木杭の様相が異なっている。

西‘印域で確認された木杭約20点は、追構群間に点在し、径5~15・ 深さ20~40cm程疫で、太めの

ものがII立つ （写真 7一⑦ ・⑧）。木質の風化が顕悔で、中世の木製:I品と同様の性状をポしている

ことから、中世に帰屈するものであろう (N-3-(3)⑤木製品の項を参照）。 屈地的な集中は認め

られないが、直線状に並ぶものもあり (SB1西側等）、柵列の性格も考えられる。 .);、中央～

東半域の木杭は、帯状に密集した分布を示し、径2~5・深さ20~60cm程度で、細「Iのものが多い。

風化は進んでおらず、生木のような残り具合いを呈するものもある。風化の程度から近/II:以降の比

較的新しい時期の所産と推測される。帯状の広がりはIll水田の畦や排水路に伴うものか。

なお、前述したピ ットのうち、径の小さいものには、木杭自体が残らなかった杭跡も含まれてい

る可能性もあるが、厳密に識別はできなかった。

土坑 （図13) 3基 (SK1 ~SK 3)を検出。82~83・h~ i区のSK1は、上而径200~250・

底面径170~220・深さ30~40cmで、底而に径100cmのピ ットがある。南西部は賠渠にかかるため不

明だが、不整な円形を呈するものであろう。北側にはSB1が位置し、束側の壁面にはSD9が接す

るが、切り合い関係は不明。覆土は黒褐色で、木製品 （図24-187, 25-214・216)や木片を含ん

でいた。中世に婦屈する上坑と考えられる。SKlの西‘閂部には、 日科の色調が明らかに異なる掘

り込みが認められることから、別の 1て坑(SK3)が重複していると判断した。SK3は I:面径100~

150・底而径60・深さ20cm。SK1の埋没後に構築されたものとみられるが、上罰 (4/ri)の性状は

地山プロ ックが混在し、グライ化が進んで赤色を帝びているため、時期的に新しい可能性がある。
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図13.西地区の遺構 (SK1 ~SK3、SE4、SD6・SD7)

覆土からは木製品が出七している。84i区のSK2は平面長方形で、上面径75~100・底面径55~70・

深さ20cm。覆士は黒褐色で、追物は出土していない，

溝 （図12・13) 8条 (SD6 ~SD 13)を検出。SD6は80ライソ付近で北西ー南東方向に延び

ている。79~80・f~ g区で①～④に分岐するが、複数の溝が喧複している可能性もある。①ー③

間の検出長は16.5m、幅35~100・深さ10~15cm。途中SD9と切 り合い、SB1の北東部を通る。

覆上は黒褐色で、中世陶磁器（図20-114,21-130)、木製品などが出土している。SD7は75e区

から北東方向に延びて 、 70~71 · i 区付近でその痕跡が不明瞭となる 。 検出長は15 m 、 幅80~110 •

深さ10~20cm。覆土は黒褐色で、中世陶磁器、木製品などを含む。SD8は73i ~75 f ~77 g区で

「く」の字状に延びる。長さ13m、幅30・深さ5~20cm。暗渠にかかる部分はやや幅広となってい

る。覆土は黒褐色で木片少批が出上。81h区付近のSD9は、 SK1とSD6①を連結する形で検出

された。切り合いの新旧関係は不明。長さ2.2m、幅25~35・深さ5cmで、覆土から追物は出土して

いない。SD10は78m~79j区にあり 、検出長5.5m、幅35~55・深さ10cm。南端部は不明瞭で、

位質的にSD6②と連続していた可能性もある。覆土から追物は出土していない。68m~73n区の

17 



SDllは東西方向に延びる溝で、長さ10m、幅35~60・深さ10cm。西側で三叉状 (A・B)に分岐し、

覆上には木片を含む。SD12は700 ~75 0区にあり 、SD11の北側に並列して延びている。検出長

llm、幅35~120・深さ 10~15cm。覆ヒに木片を含む。68g~70i区に延びるSD13は、検出長さ6m、

幅65~95・深さ 5~10cmで、南北の端部は不明瞭。覆ヒから追物は出土していない。溝内には前述

の細めの木杭群が打ち込まれており 、時期的に新しいものか。

井戸 （図13) 1基 (SE4)を検出。79h区にある平面円形の素掘りの井戸で、上面径90~100•

底面径60~70・深さ80cm。1翌士は黒褐色上と青灰色ヒ（地山フロック）が混在し、 上層部に鉄製品

（図26-234)、下層部に木製品を含む。中1止期に構築された井戸と考えられる。

その他 （図 6) 西地区東端域の43~46・h~m区付近では、礫が石組状にかたま っている箇所

がみられた。配列等の規則性は認められず、追構の可能性は低いが、礫の形状は東地区の墓坑出七

の礫に類する。畑と水田の境界付近にあたることから、耕作の段を削平する際に、墓坑が削られて

崩落したものか。東半域では包含層中から人骨片 (36ページ参照）が出上しており 、削平に関連し

た状況とみられる。また、 62~63・h~ i区付近では、自然木の根の部分が南北約4m X東西約 3

mの範囲で検出された（写真 8―⑧)。樹種はクリあるいはトチノキの類と推測され、太さは最大

約50cm。出七状況からみて、流れ込みや搬入ではなく、同地点に生息していたものとみられる。風化

の状況は、中世の木製品と同程度である。

3. 遺物 （図14~27, 表2, 写真 8~16) 

(1)出土遺物の概要 （図14・15, 発掘調査区のほぼ全域にわたって、縄文時代及び

図14.縄文土器の分布状況
破片点数 ， 1-20 鬱 21-5。露 51-10。■ 101-

破片点数 .,,¥:1-10 11-2。霧 21-30

図15.中世陶磁器・土器の分布状況

18 



表2. 出土遺物の内訳 （数値は破片点数を示す）

出上区
縄 文 占 代

,,, 
世 近 世

土器 石器 剃片 須恵器 廿磁 n磁 染付 珠洲焼 越前焼勒i(ll瓦打ヵ枷 近世他 石限品 開饂 鉄懇品銭貨 材咽品 木材 杭 木片
l ~ 5 •a~ e 42 8 18 

゜゚ ゜゚
1 

゜゚ ゜゚
1 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚6~10・a~e 83 9 17 

゜゚ ゜゚
1 

゜゚
1 

゜
5 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ll ~ JS ·a~ e 109 22 55 

゜
1 

゜゚
6 2 1 

゜
1 20 

゜゚ ゜゚ ゜゚゜
1 

16~20・a~e 47 6 16 

゜゚ ゜゚
1 

゜
l 

゜
0 12 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚21 ~ 2s -a~ e 58 I 3 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚゜
2 

゜゚ ゜゚ ゜゚゜
1 

21 ~ 2S •h 4 2 2 

゜゚ ゜゚
2 

゜゚ ゜゚
1 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚26~30・a~e 116 6 16 

゜゚
1 

゜
5 

゜゚ ゜゚
l 19 

゜゚゜
I 

゜゚゜26 ~ 30•H 3 

゜
1 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚゜
7 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚26~30・k~o 2 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚31 ~ 35 ·a~ e 79 3 22 1 

゜゚ ゜゚ ゜゚
1 

゜
2 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚31~3S・f~i 23 

゜
3 

゜゚ ゜゚
1 

゜゚ ゜゚
3 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚31~35・k~o 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚
3 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚36~40・a~e 47 I 10 

゜
2 1 

゜
3 

゜
2 

゜゚
3 

゜゚ ゜゚゜
5 

゜゚36~40・f~j 32 0 12 

゜゚ ゜゚
2 

゜
1 

゜゚
4 2 

゜゚
3 

゜゚ ゜゚36~40・k~o 2 I 4 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚
1 

゜゚
1 

゜゚ ゜゚41 ~45・a~e 28 4 36 

゜
1 

゜゚
2 

゜゚゜
I 2 

゜゚ ゜゚
0 14 0 55 

41-45・h 3 

゜
8 

゜゚ ゜゚ ゜゚
3 1 

゜
6 

゜゚ ゜゚
0 10 

゜
1 

41~45・k~o 1 I I 

゜゚ ゜゚
3 

゜゚ ゜゚
8 I 

゜゚ ゜゚ ゜゚゜46~50・k~o 10 2 16 

゜
2 

゜゚
7 5 

゜゚゜
4 l 

゜゚゜
7 12 0 74 

46~50・f~i 2 3 ， 
゜
1 3 

゜
7 2 1 

゜゚
7 

゜゚
1 

゜
0 12 ， 
゜46~50・k~o l 

゜
4 

゜゚ ゜゚
2 

゜゚ ゜゚
6 3 

゜゚ ゜゚
1 

゜
1 

51 ~ 55 •a~ e 5 

゜
6 1 

゜゚
0 12 1 1 

゜゚
5 3 

゜゚
0 14 21 1 44 

51~55・f~i 13 3 28 

゜
3 

゜
0 13 4 

゜゚
1 30 1 1 2 

゜
6 50 6 149 

51 ~55・k~o 4 2 17 

゜゚
2 0 10 

゜
3 1 2 ， 2 
゜゚゜

6 26 0 59 

56~60・a~e 3 

゜
， 
゜゚ ゜゚

2 

゜゚ ゜゚
7 1 

゜゚
1 

゜
6 1 19 

56 ~ 60•f~j 20 1 30 

゜゚
3 2 8 l 2 

゜
3 13 

゜
1 1 3 11 34 3 103 

56~60・k~o 1 0 15 

゜
l 

゜
0 12 

゜
3 

゜
3 7 

゜゚゜
2 3 12 1 23 

61~65・a~e 

゜゚
l 

゜
I 

゜゚
4 

゜゚ ゜゚゜
1 

゜゚゜
I 5 0 12 

61~65-f~J 1 

゜
6 

゜
I 1 

゜
3 

゜゚゜
1 7 

゜゚゜
0 13 58 32 124 

61~65・k~o 2 l ， 
゜゚
1 0 10 

゜゚゜
l 3 

゜゚
1 2 4 17 14 60 

66~70・a~e 3 

゜゚ ゜゚゜
1 1 

゜゚ ゜゚
l 

゜゚ ゜゚ ゜゚゜
5 

66~70・H 1 

゜
1 

゜゚
2 

゜
7 

゜
6 

゜゚
3 

゜゚
3 I 20 66 14 133 

66~70・k~o 8 1 6 

゜
4 1 

゜
， 
゜
.0 

゜
2 28 

゜゚
2 1 10 47 2 77 

66~ 70•p~ t 

゜゚
1 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚71~75・a~e 2 

゜
1 

゜
2 1 

゜
3 1 

゜゚゜
1 

゜゚ ゜゚
2 1 l 

゜71~75・f~J 1 

゜
4 

゜
I 

゜
1 5 

゜゚ ゜゚
7 

゜゚
2 0 12 55 5 67 

71 ~75・k~o 1 1 12 

゜゚
3 

゜
5 

゜
1 

゜
0 28 

゜゚ ゜゚
8 29 4 13 

71 ~ 75•p~ t 1 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚゜
1 

゜゚ ゜゚゜
l 

゜
1 

76~80・a~e 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚゜
1 6 

゜゚76~80・f~J I 0 17 

゜゚゜
0 17 

゜
2 

゜゚
7 1 

゜
1 

゜
5 51 6 63 

76~80・k~o 2 0 17 

゜
2 3 

゜
6 

゜
2 

゜
4 25 

゜゚
3 1 3 40 1 29 

81~85・f~J 37 0 23 

゜
2 

゜
0 24 

゜
1 

゜
0 15 

゜
1 3 l II 32 9 38 

81~85・k~o 2 

゜
6 

゜
1 

゜゚
5 

゜
2 

゜゚
4 

゜゚ ゜゚
5 20 

゜
4 

86~90・f~j 1 

゜
3 

゜
3 

゜
0 14 

゜
I 

゜
1 10 

゜
I 1 l 2 16 2 ， 

86~90・k~o 

゜゚
1 

゜゚ ゜゚
2 

゜
I 

゜゚
2 

゜゚ ゜゚
3 10 1 

゜排土中・表採 40 4 33 2 4 

゜
0 10 1 

゜゚
0 44 

゜
1 4 

゜
6 19 0 31 

計 841 82 499 4 32 22 4 225 17 34 4 20 354 36 5 24 17 154 676 112 1196 

＊出土区は、 10X 10 mごとの区画による媒計 （図14・15の方眼に対応）。 「近世他」は、近世陶磁器破片の他、近
代～現代の陶磁器破片も含む数値である。
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古代・中世 ・近世の追物が出上した。総鼠は整理用コ｀ノテナ約30箱に相‘竹し、縄文時代の追物約14

00点、占代 ・中世 ・近世の追物（木）iを除く ）約1700点、総計約3100点で、その多くは縄文時代中

期と中世の追物である。出 I:区別 ・種別による点数の内訳は、表2にまとめた。また、縄文巳器と

中世陶磁器 ・上器については、図14・15にその分布状況を校式的にぷした。

出上区別に追物の出土状況をみてみると、まず東地区では、縄文時代に1及l連する追物が多数出 1-:

している。特に 0~40ライソ間の南側に集中していることがわかる。中世関係の追物は少なく、 11

~15・a~ e区付近にやや多い程度である。一方、西地区では、中世関係の追物がtに出ヒしてい

る。陶磁器 ・七器は、追構が多数検出されている西半域での出上が顕著で、北側に集中している鋲

向を示す。木質追物も西地区のほぼ全域で多贔に出 1こしているが、特に東‘閂域での出七虻が多い。

縄文時代の追物は希薄で、その多くは東地区からの流れ込みの可能性が閻い。

出 1て追物には、縄文時代の追物として、 上器、土製品、石器類があり、古代 ・中世 ・近世の追物

としては、陶磁器 ・土器類、木製，11111、石製品、金屈製品、銭貨などがみられる。東西両地区ともに

包含）況 (II罰）出土の追物がほとんどのため、各遺構から出 Kした辿物も含めて、時代別 ・追物種

別に以ド記載することにしたい。

(2)縄文時代の遺物 （図16~18, 万真 9・10) 縄文上器、石器類、上製品が出土した。その大'j':は

縄文時代中期の資料である。

①縄文土器 （図16・17, 写以 9・10) 841点が出 1こ。多くは細かい破片で、全体の器形や文様構

成が明らかな資料はない。時期的には、縄文時代中期前梁から中艇に屈するものがほとんどで、＇社

期及び晩期の上器片が少屎認められる。

早期の土器は同一個体の細）, 3 点で、 27~30 • a~ e区付近から出上した。いずれも胎上に多屈

の柏物繊維を含み、表裏両面に条痕文を施すもので、 ］は口縁部、 2は底部付近の破片。文様には

僅かに縄の痕跡が認められることから、絡条体条痕手法の可能性もある。早期後半～終末に位骰づ

けられる。

3 ~57は中期の土器である。 3~13は半戟竹管状工具による区画文や連続爪形文を施す。北陸地

方の新保 ・新崎式に特徴的な手法で、東北地方南部の大木 7b式に並行する。 3~7は「l縁部破片

で、彼状口縁 (3~ 6)と平口縁 (7)の2形態がある。 3には施文間隔のIぷい蓮華文、 8には格

了日文がみられる。 9はSKS出上。14~21も北陸系統の上器と考えられるが、細片のため明確で

ない。概ね大木 7b~ 8 a 式段階に並行するものか。 14• 15は沈線によ って浮彫風の文様を表現す

るもので、浅鉢の口縁部。14はSK4出土。16~18は口縁端部に桟い沈線文が巡る。19~21は胴部片

で、沈線文や列点文がみられる。22~24は撚糸側面圧痕文を特徴とする大木7b式。22は11緑部に

1条の撚糸側面圧痕文が巡る深鉢、23は4洋位の波状口縁をもつ浅鉢、24は胴部上半が丸く膨らむ

形態の深鉢である。25・26は関東地方勝坂式の影牌がみられる もので、大木7b式段階に並行する。

25は11縁部に近い破片で、隆帯による円形の区両と押引の連続刺突文を施す。同様の押引連続刺突

文は26にも認められる 。 27~47は、北陸 ・ 東北南部 • 関東系統などの文様手法が融合した在地的な

土器。そのうち、 27~33は大木7b式段階と与えられる。27・28は波状の口縁部で、 28は隆帯と沈
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図16. 出土遺物(I)一縄文土器一 (1・2: 縄文早期、 3~33: 縄文中期）
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IOcm 0 
( ½ :3卜1 -58)

ロニニ口
55(6a) 

5cm 

(½ :59) 

図17.出土遺物(2)一縄文土器 ・土製品一 (34~57:縄文中期、 58a~f:縄文晩期、59: ヒ製品）
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線で眼鏡状のモチーフを表現する。胴部片の29~31には、隆帯による眼鏡状の突起、 S字状の貼付

文、隆幣ヒの刻目などがみられる。32は胴下半部の破Jドで、縄文地を押引刺突文で区画する。SK

4出上の33は波状口縁で、縄文地の頸部に細い貼付隆帯が巡る。34~47も在地的な土器で、大木Sa

~Sb式段階に位骰づけられる。34~36は火焔型土器系統の口縁部片。37~40は浅鉢で、n縁端部

が「く」の字に内湾する。沈線文や隆起線文で文様を表現している。40は縄文地の浅鉢で、口縁端

部に沈線が巡る。41・42は火焔型上器系統の胴部片。43はSK4出上で、表面は条lj落しているが、

綾杉状の沈線を施す大木Sb式か。44は頸部に眼鏡状の突起をもつ。45~47は胴部の縄文地をクラ

ソク状の沈線文で区画する。 48~54は縄文を主体とする深鉢で、時期的には大木7b ~ 8 b式段階

と考えられる。48は折り返し口縁、 50は波状口縁で、端部は無文となる。52は波状「I縁で、項部に

は円形のくぼみを加えている。53は SK4出上。55・56は氏部片。55の底面には網代の痕跡が残る。

56は北陸系の新保 • 新崎式で、胴部に半戟竹管による区両文がある。57は台付鉢とみられ、外面に

は撚糸文を施している。

58は晩期の上器で、82j区付近から 1個体分の破片が出上した。58a~ Cは口絃部、d・ eは胴

部、 fは底部の破片。 x字状の雲形文を施す浅鉢で、東北地方大澗 Cl式に比定される。

②土製品 （図17, 写真10) 三角形ヒ版の破片が 1点 (59)出土したのみ。三角形の先端にあた

る部分で、細い円形竹管状 ．［具で外面を刺突する。縄文中期に位置づけられる。なお、確認調査で

は土偶頭部 l点が出上している［駒形1993]。

③石器類 （図18, 写真10) 石器器種82点、俵LJ片約500点が出上。器種としては、石鏃4点、石

槍 1点、掻器 1点、打製石斧46点、府製石斧11点、鹿石類19点があり、打製石斧の組成比率が高い。

60~62は石鏃。60・61は頁岩製の凹基打茎石鏃で中期の所産、 62は凝灰岩製の平基有茎右鏃で、

形態からみて晩期と考えられる。63は珪質頁岩製の掻器で、片側縁に調整を加えて刃部を形成する。

石材や形態から早期の可能性がある。 64は石槍の基部。 同髄製で、背腹両面に平坦条lj離を施してい

る。65~70は打製石斧。図示していない狩料を含め、石材には粘板岩や頁岩が多い。平面形態とし

ては、両側縁が直線状の撥形 (65・66)、両側縁がやや挟れた撥形 (67・68)、短冊形 (69・70)

が認められる。背面に階段状の象lj離を加えるが、礫面を残しているものも「l立つ。その他、打製石

斧の素材とみられる分割礫、剃片、 未製品も多数出上・している。 71~73は磨製石斧で、石材は流紋

岩や砂岩など。定角式の形態を示し、72のような小形品もある。使用によって折損しているものや、

刃部の欠損しているものが多い。76~78は磨石類で、石材は安山岩や砂岩など。平面円形または楕

円形を混し、敲打と研磨の機能をあわせもつものがほとんどで、長災に 1対のくぼみを残すもの

(76・78)も多い。 74・75は特異な形態例。74は断面三角形で 2側面にくぼみを残す。75は両面全

休が溝状にくぼむ形態で、砥石の可能性もある。いずれも中期の所産と考えられる。77は軽石製。

79は安山岩製の石皿。偏平な河原石を研磨したものである。

(3)古代・中世・近世の遺物 （図19~26, 写真11~16) 古代の遺物として須恵器、中世及び近世の

遺物として各種陶磁器類、木製品、石製品、鉄製品、銅製品、銭貨などがあり 、中世に閑するもの

が大半を占めている。
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①須恵器 （図19, 写真11) 出上凪は少なく 、破片資料4点のみ。80・81は甕の体部片で、それ

ぞれ内面同心円 ・外面格子目 、内面同心円＋平行 ・外面格子目を施す。82は甕の口縁部片で、表面

採集丙料。外面に平行叩き目の痕跡を残す。いずれも 9世紀中頃～後半に位腔づけられる。83は内

而に車輪状の叩き目を施すもので、頬例は西蒲原郡巻町下稲場追跡 (9世紀前半） ［深井1988]に

ある。ただし、外面の平行叩き IIは珠社H焼の叩打文に近いため、内面の叩き目は、通常、珠洲焼の

外而に施される菊花 （車輪）文の範店でとらえられる可能性を残す。

②中世陶磁器・土器 （図19~23, 写真11~13) 舶載陶磁器及び国産陶磁器 ・上器類が出上して

いる。その多くは破片資料で、舶載58点、国産300点、総数358点である。

a. 舶載陶磁器 (84~112) ,'r磁32点、白磁22点、染付4点がある。14世紀代の遺物は少誠で、

ほとんどは15世紀前半と 、15世紀後半~16世紀代の遺物である。

青磁 碗 (84~93)、llll(94・95)、盤 (96)がある。製作年代は、盈I]花文碗の85・86と蓮弁文碗

88は14世紀代、 87・89~93は15世紀前半、 84は15世紀末~161!!:紀初頭である。87の細蓮弁文碗は端

反タイプの白磁にともなう 。94の稜花皿は15世紀末~16世紀初頭、95の皿底部は15世紀代。96の盤

は15世紀代で、新島県内では北浦原郡水原町堀越館跡［餡巻1991]出土遺物に類例がある。

白磁 碗 (97)、皿 (98~108)がある。 97の端反碗は16世紀代、 98の口禿皿は14世紀代、

99~ 101 ・ 104~108は 15世紀前-,~ 、 102·103の端反皿は15世紀後半~16 世紀代の所産。

染付 碗 (109・110)、rm( 111 • 112)がある。いずれも15世紀後半~16世紀代の製作年代を示

す。112の高台皿は端反タイ プの白磁にともない、新洞県内では白根市篤場屋敷遺跡 ［遠藤1991]

出土遺物に類例がある。

b. 国産陶磁器・土器 (113~176) 珠洲焼225点、越前焼17点、瀬戸美濃焼34点、瓦質上器4点、

かわらけ（上師質土器皿） 20点がある。珠洲焼の出土絨が最も多く、吉岡編年 ［吉岡1994]のW期

(14世紀） ~V期 (15世紀前'I'.:)にほぼおさまる。

珠洲焼 (113~139) 甕 (113~120)、壺 (121~126)、揺鉢 (127~139)があり 、揺鉢の破片が

多い。甕は113・114がN期、116~120がN~V期、 115がV期に相当する。底部の119は砂底である。

壺は121・124・126がN期、122・123・125がN~V馬l。121は吉岡分類［吉岡1994]の壺T種、 122

は壺R種でロクロ整形。124は綾杉状の叩き目をもも、126は外面上部に一部叩き目を残す。揺鉢は

129・130~ 135・137がN期、127・139がN~V期、 136・138がV期の所産。128の揺り目の形状は

N期に近いが、口縁部の形態や焼成の状況からすると V1期の可能性がある。137の破断面には研磨

痕が残る。揺鉢の破損後に、破片を揺粉木として転用した可能性が高い。

越前焼 (140~145) いずれも甕である。楢崎 ・田中編年［楢崎 ・田中1986]のN期新相~V期

古相 (15世紀後半~16世紀前半）の時期幅におさまる。

瀬戸美濃焼 (146~164) 碗 (146~148・152)、flll(149~151・157~159)、盤 (153)、香炉

(154~156)、花瓶 (160・161)、壺 (162・163)、瓶子 (164)がある。 146~148は天目茶碗。146

の釉薬は鉄釉で14世紀末~15世紀前半、147は灰釉で15世紀前半頃、148は鉄化粧で15世紀中頃の所

産。149~151は緑釉小皿で、いずれも15世紀中頃。152は平碗で15世紀後半。153は盤の折縁深皿で
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図20. 出土遺物(5)ー中世陶磁器ー (113~120:珠洲焼・甕、 121~126: 珠洲焼・壺）
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15世紀中頃。154~156は香炉で、 154・155は筒形香炉。154は鉄釉で13世紀後半~14世紀初頭、155

は夭H釉で14世紀末~15世紀前半。156は鉄釉の裕腰形香炉で、 15世紀前半。157は稜皿で15世紀前

半~16世紀中頃か。158は端反皿で16世紀中頃。159は卸皿で14世紀末~15世紀前半。160・161は花

瓶とみられる。160の製作年代は16世紀までは下らない。161は14世紀代か。162は四料壺か。15世

紀後半頃の所産。163は瓶 fもしくは広□壺で、釉薬は鉄釉か。164は瓶子とみられ、時期的には15

世紀前後におさまるだろう 。

瓦質土器 (165~168) 香炉 (165)、壺? (167)、鉢 ? (166・168)がある。165は内外面とも

丁寧にミガキが施されており 、体部外面には刻印が認められる。15世紀代の所産か。167は壺か。

現在のところ形状、胎土、焼成とも県内に類例は少なく 、関東系の製品とみられる。15世紀代か。

166はおそらく 15世紀代の鉢であろう 。168の特徴的な口縁端部の形態も 、今のところ県内に類例は

ない。形態上は15世紀前半の関東系鉢（揺鉢）に近い［木津1989]。

かわらけ （土師質土器皿） (169~ 176) 製作技法には、ロクロ成形底部回転糸切り (169)と

手づくね (170~173)の2タイプがみられる。底部片 (174~176)はすべて回転糸切りである。い

ずれも15世紀後半~16世紀の所産。

③近世陶磁器 （図23, 写真13) 唐津焼が少量出土している。年代的にはほぼ17世紀代におさま

る。その他、 幕末の肥前系陶器破片などがある。

唐津焼 (177~181) 皿 (177・178)、碗 (179・180)、鉢 (181)がある。lrllの焼成方法は、177

が胎土目 、178が砂目積である。いずれも17世紀代の所産。碗179は17世紀前半、 180は17世紀後半。

181の鉢は17世紀代か。

④採集資料 （図23, 写真13) 183・184は、栖吉町の青木佐太雄氏が1978年頃に今回の調査範囲

（西地区）南側の水田中から採集したものである。183の珠沙H焼揺鉢は、吉岡編年の V期 (15世紀

前半）の資料。184の青磁無文碗は、内底見込みに印花文をスタソフ゜している。なお、182は中沢町

の中村祥ー氏らが1989年頃に大行寺遺跡 (3ページ図 3-5)から採集 したもの。珠洲焼の甕体部

片で、時期は14世紀後半~15世紀代である。

⑤木製品 （図24・25, 写真14~16) 総計約2000点に及ぶ木質遣物が出土しているが、用途の明

らかな木製品は30点程度で、その他、用途不明の木製品、木材 （加工痕のあるもの）約800点、杭・

柱約100点、加工痕の認められない木片約1200点がある。そのほとんどが中世の所産と推測される。

ここでは、用途が明らかな代表的な木製品を中心に記載する。出上品には、飲食器、調理 ・炊事具、

容器、履物、 装身具、建具、織具、エ具、農具、形代、建築部材など、多種多様なものが認められ

る。なお、出土最が膨大なため、材質の検討を含む詳細な分析は行なっていない。

185~189は椀 ・皿の類で、細片のため椀と皿の区分や形態は明瞭でない。ロクロ引きによる成形

とみられ、漆を塗布しないもの (185・186)と塗布するもの (187~189)の2種類が認められる。

189は内外面と も黒漆地に赤漆で文様を描いている。190・191は下駄で、いずれも台に術をはめ込

む差歯式。台にホゾ穴を貫通させて歯を差し込む露卯下駄である。台部の平面形は長楕円形で、歯

部は台形状にやや開く 。191のホゾ穴は前歯 ・後歯とも 2穴に対し、190は前歯 2穴 ・後歯 l穴であ
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図24. 出土遺物(9)一木製品一 (185~189:木椀類、 190• 191 : 下駄、 192~195:曲物類）

32 



＿こ二ニ＞―

'

（

辿
211
固

喜
墨
麗
畠
}
.
＇
暑
晶
菖

f

□

代
川
門
川
り
ー
／

ー

1

図25. 出土遺物(10)一木製品一 (196: 櫛、 197: 紡輪、 198・199: 箸、 204:杓子、 205:人形、 208:
墨善木片、その他）

33 



る。小形の190は女性用、大形の191は男性用か。また両者ともに前緒が台の中央軸線よりやや左に

ずれていることから、左足川と衿えられる。191には台前端部の指庄痕や術接地部の砂利のめり込

みなど、使用の痕跡が著しく残る。なお、その他の破片賓料を含め、台と歯を一木でつくる辿歯―ド

駄は確認されていない。192~194は円板で曲物の器板か底板とみられる。その他の資料も含め、図

示した程度のサイズが多い。195は小形の曲物底部で、帯状に巡る側板が途切れているため綴じガ

は不明。内外面に炭化物が多址に付行している。

1 96は幅I~の横櫛で、表裏両1面に黒漆の文様を施している。歯が 1cm『]に 6~7本程度と密なこ

とから、椀櫛の類と考えられる。197は紡輪で、紡織具の一種である。小形の円板中央に小孔を穿っ

ている。198・199は食事用の袴。200はiJIJ物など容器の栓とみられるもの。断面円形の棒状で、一

端を細く削って段をつけている。201~203は箆状の製品。201は下端部が薄く削られており 、刷t

のような機能をもつものか。202と203は）］形を温していることから、祭祀に用いられる形代の可能

性も考えられる。特に202は途中に穿孔があり 、刀の束を表現したものか。204は板杓子で、身の部

分は平面長楕円形状を星する。205は人形である。人形とは、本来 「祓（はらえ）の時の形代（か

たしろ）」（『広辞苑』第四版）を慈味する。立体的なつくりで、烏帽 fと頭部を削り出し、 ド端部は

尖り気味になる。さらに、刃物による浅い線刻で目 ・恥 .nを表現している。206・207は用途不明

の製品。206の上半の穿孔部や下端部には、縄や紐で擦れたような痕跡が認められる。208は巫苫の

ある板状の木片で、上下端部および左側縁部を欠損する。残存部表面の墨書はかなり薄れているが、

「文明」 (1469~1487年）と判読される。おそらく付札の-部分で、下端にはさらに年月日等が記

されていたものであろう 。 209は）~IIエ痕が認められる板状の木片で 、 表而には鉤の削り痕が残り 、

上半に釘孔とみられる小,flがあく 。戸板など建具の一部と与えられる。210はほぼ等間隔に浅い刻

口の残る角材で、建具に関辿するものか。211は縦割りの板材を粗く削って先端を尖らせたもので、

先端部にば焼成の痕が残る。形態からみて、菜箸あるいはTJよとしての箆の可能性がある。212・2

13は用途不明の製品。他の部材と組み合わされるものであろ う。214はホゾ状の突起をもつ板状の

製品。建築部材とみられるが、用途は不明。215・216は板状の大形品。215の下端および216のヒ端

は刃状に加工されている。おそらく鋤や鍬などの塁具と考えられる。

写真16の253~262は、杭及び柱の類。257はSE4付近の柱穴内に残されていた木柱で、その他は

地面に打ち込まれていた杭と包含陪から出土した杭である。257は径約 9cmで、下端部を削って）L

＜尖らせている。写真に示した杭はtに西地区西半域で検出されたもので、最大径10cm前後の太め

の杭が多い (15ページ 「杭群」参照）。全面に粗い加工痕が観察されるが、円柱形状のもの (256)、

不整形で木の節の部分を残すもの (253・261)、下端部を斜めにカ ットして尖らすもの (258・259・

262)などが認められる。

⑥石製品 （図26, 写真15) 石製鉢や砥石の破片が36点出上。中世の所産とみられる。217は

SE 1から出土した大形の石製鉢で、口縁端部 1か所に突起状の膨らみをもつ。石材は砂岩。揺鉢

状の形態から磨臼の機能が推測される。218は安山岩製の砥石。板状の石材を素材とするもので、

表面に線状の研磨痕が明瞭に残る。219は小形の砥石で粘板岩製か。表裏両面と側而はよく研鹿さ

れている。

⑦鉄製品 （図26, 写真15) 釘や刀類などが24点出土。その多くは中世の所産とみられるが、錆
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のため腐食が著しく、帰属時期の詳細は不明。220は鉢形の製品の一部。221はリソグ状の製品。

222・223は釘の類。222は鎚状に両端を折 り曲げている。223は角釘で、上端部をたたき延ばす。

224・225は掛け金の類であろう。226は上下端部が尖る火箸。227は下端に刃部を形成し、上半側は

ソケット状になる。鍬のような鉄製農具と考えられる。228は金工用のタガネか。229は228の上半

部破片と考えられる。230~234は）］類である。230~232は刀子（短刀）。230は刃部、 231・232は茎

部で、目釘穴をもつ。233・234は脇差とみられるもの。233は棟が直線状の刃部形態を示し、棟区

が明瞭に残る。234は SE4の覆土上層から出土。大形品の刃部であるが、錆のため詳細は不明。

⑧銅製品 （図26, 写真15) 5点出士。いずれも中世の所産とみられる。235は手燭形の銅製品。

極めて薄く延ばされている。下端部には金箔状の痕跡が残ることから、仏具関係の製品か。236は

用途不明の刀状の製品で、上下端とも欠損している。237は薄い銅板を折り曲げて加工した製品。

両側縁中央部に切り込み状の孔があく 。装身具の金具か。238は扇形に極めて薄く延ばした製品で、

表面には衣紋状の凹凸が表現され、右端部には小孔を穿つ。仏像に装着する飾り金具に類似する。

⑨銭貨 （図26,写真15) 墓坑及びその周辺から複数密着して出土した銭貨は4点18枚。その他、

包含層から出土した銭貨は計13枚。唐銭 1枚、北宋銭8枚、明銭 1枚、近世の寛永通宝 1枚、銭種

不明 2枚である。

239~242は墓坑およびその周辺から出土した、いわゆる「六道銭J。著しい腐食によって複数密

着しているため、分離して銭貨の種類を判別することは困難な状態にある。GS出土の239は6枚

組で、上面が天聖元宝（初鋳国 ・年：北宋 ・1023年）。Gl出土の240は5枚組で、上面が熙寧元宝

（北宋 ・1068年）。SX2の北東部で出土した241は3枚組で、上面が煕寧元宝。Glに近接して出

上した242は4枚組で、上下面とも銭貨裏面で種別は不明。いずれも本来は、さしの状態で墓坑に

副葬されたものと考えられる。243~250は包含層出土の銭貨で、西地区での出土が多い。243は開

元通宝（唐 ・621年）、244・245は祥符元宝 （北宋 ・1008年）、246は天聖元宝（北宋 ・1023年）、247

は元豊通宝（北宋 ・1078年）、248は元祐通宝（北宋 ・1086年）、249は洪武通宝（明 ・1368年）。250

は寛永通宝である。

(4)出土人骨の鑑定 （図27) 東地区の墓坑及び西地区の包含層中から人骨が出土した。すべて火葬

骨である。人骨出土の墓坑は 6甚で、特にG4・G7の出土畠が多い。また、包含層中からは少量

の人骨片が8地点で出土し、主に西地区の東半域に分布していた。墓坑群が削平されて、西地区に

流れ込んだ可能性が高い。

① Gl墓坑：火葬された人骨で、主な出土部位は、手根骨骨片、指骨骨片である。②G3墓坑：

火葬された人骨で、重複する部位はなく、 1個体分の骨と思われる。頭蓋冠骨片では縫合部が残存

していないが、老人または成人と考えられる。性別が明瞭な部位は残存しないが、上腕骨遠位部は

比較的小さく、女性の可能性が高い。主な出土部位は、頭蓋冠骨片2個、肋骨骨片4個、上腕骨遠

位部（比較的小さい）、大腿骨中位骨片、中足骨骨片である。③G4墓坑 ：火葬された人骨及び歯

で、歯のエナメル質は消失し、象牙質のみが残存していた。重複する部位の骨及び歯はなく 、1個

体分の骨及び歯と思われる。頭蓋冠骨片の内板では大部分の縫合が消失しているが、外板では残存

している点から、年齢は50~60歳と考えられる。性別が明瞭な部位は残存しないが、側頭骨錐体部

が比較的小さく、頭蓋冠骨片が薄く 、大腿骨中位骨片の直径が比較的小さい点から、女性の可能性
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図27.出土遺物(1か一人骨一

が高い。主な出土部位は、 ヒ顎左側第2大臼歯、左側側頸骨錐体部（比較的小さい）、頭蓋冠骨片10

個 （比較的薄く、内板では大部分の縫合が消失しているが、外板では残存）、前頭骨眼窟部骨片、

煩骨骨片、鋤骨骨片、肋骨骨片 5個、左側上腕骨骨幹部（図27-252)、左側尺骨近位部、尺骨中位

骨片 2個、大腿骨中位骨片 2個（比較的細い）、中足骨骨片、指骨骨片 2個である。④GS筵坑：

火葬骨片3個。⑤G7墓坑：火葬された人骨及び歯で、歯は歯根のみが残存していた。重複する部

位の骨及び鮨はなく、 1個体分の骨及び歯と思われる。頭盗冠骨片の内板では大部分の縫合が消失

しているが、外板では残存している点から、年齢は50~60歳と考えられる。性別が明瞭な部位は残

存しないが、頭蓋冠骨片が比較的厄くて重く 、大腿骨中位什片の直径が比較的大きい点から、男性

の可能性が高い。上な出上部位は、上顎左側側切歯、上顎左側第2小Fl術、上顎右側第2大臼術、頭

薔冠骨片23個（図27-251、比較的厄くて直く 、内板では大部分の縫合が消失しているが、外板で

は残存）、側頭骨骨片、/IJJ骨骨片 3個、右側上腕骨遠位部、上腕骨中位骨片 2個 左側撓骨骨幹部、

右側撓骨骨幹部、尺骨中位骨片、中手骨骨片2個、大腿骨叶1位骨片 7個（比較的太い）、中足骨骨

片2個である。⑥G 12熊坑 ：火葬骨片 5個。⑦54 j区出上：火葬骨片4個。⑧54m区出上 ：火非さ

れた人骨で、主な出上部位は、左側下顎骨筋突起（比較的大きい）、撓骨中位骨片である。⑨55 i 

区出 1こ：火葬骨片 1個。⑩55 j区出 I::.:火葬された人骨で、・ヒな出土部位は、頭蓋冠骨片（内板の

縫合が消失し、外板では残存）、肋骨骨片、大腿骨中位骨片である。⑪55m区出上：火葬骨片1個。

⑫ 57 i区出土 ：火葬骨片 1(1,¥1。⑬59 j区出土：火葬骨片 1個。⑭77 k区出土 ：火葬骨片 1個。
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V ま と め

今[njの発掘調在では、縄文時代及び占代 ・中世 ・近!Itに関わる追構や辿物が出上した。以下、各

時代ごとに考察を加えながら、調査成果をまとめてみたい。

1. 縄文時代

中期の追構や追物を上体とするが、早Jり1及び晩期の追物も少祉出上していることから、早期 ・中

期 ・晩期の各時期に、断続的に営まれた辿跡と考えられる。

早期 東地区から条痕文系上器の破片が出上し、早期後半に位償づけられる。少批のため、遣構

や造物の広がり等は不明。長岡市域の東山丘陵沿いでは、中期以前の追跡確認数は極めて少なく、

これまで柿町金倉 ・金楊追跡［長岡市1992]や栖吉町二：貫梨追跡［駒形他1986]から出上した前期

の追物が蚊古であった。今l司の出上資料は時期的にさらに占くさかのぼるものとして注目される。

中期 束地区を中心に縄文時代中期の追物が多吊に出七した。中期の上器群は、前媒～中業のも

ので、東北地方南部の大木 7b ~ 8 b式の段階に相当する。大木 7b式段階では、北陸地方新保 ・

新崎式の手法に加え、大木 7b式や閑束地方の勝坂式などの影態が認められ、さらに 8a~ 8 b式

段階では 、 北陸 ・ 東北 • 閲束など諸地域の要素が融合 ・在地化し、いわゆる火餡型上器の系統が主

流となる。長岡市域の当該期追跡とほぼ同様の推移が行取されるが、文様手法の上では、同じ東山

丘陵沿いに位羅する柿町山下遺跡出 l:I: 器［長岡市1992]に最も近い様相を示している。また、出

土した石器類には、石鏃、石槍、打製石斧、砦製石斧、府石類など、中期通有の石器器種が認めら

れ、中でも打製石斧の組成率が高いことが特色となっている。

これらの追物は東地区の平坦部付近に集中し、また当該期に帰属するとみられる上坑やヒ°ットも

検出されている。確認調査の状況も考慮すると 、追跡の範曲は東地区の平坦部から、さらにその南

側の未発掘域にかけて広がっていると推測される。西地区でも少姑の分布が確認されているが、お

そらくその多くは東地区からの流れ込みと朽えられる。今回の調査範囲は、追跡の広がり全体の一

部に限定されているため、詳細は明らかでないが、追物の出土撻や石器器種の構成等からみて、縄

文時代中期の中規模な集落跡と評価されよう。なお、周辺の中道遺跡からもほぼ同時期の資料が多

量に出上している［長岡市1992, 駒形1993] が 、 時期的には中期後-,~から後期 ・晩期の夜料が主体

的であり 、時期差が認められる。

晩期 雲形文を施す 1個休分の土器破片が、西地区から出上している。少批のため、辿構や遺物

の広がり等は不明。長岡市域では晩期追跡の確認数は少なく 、買重な存在である。近接する三貫梨

遺跡、中道追跡、大明神辿跡［長岡市1992]でも、ほぼ同時期の資料が出上していることから、栖

吉周辺に晩期遺跡が集中している傾向をうかがうことができる。

2, 古代

9世紀中頃～後半の須恵器破片が数点出上しているが、追跡の広がりや迎構は不明。平安時代の

小規模な集落跡が未発掘域に広がっている可能性もあるが、中世には連続して営まれていない。な
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お、松娯遺跡固辺では、栖吉町岩野追跡や御山町大沢追跡 ［長岡市1992]などで、須忠器や土師器

が採集されており 、平安時代の集洛が点在していた状況が推測される。

3. 中世

遺物の内容と年代観 中世の追物としては、陶磁器 ・土器、木製品、石製品、鉄製品、銅製品、

銭貨などが出土している。

まず、遺跡の年代の指標となる陶磁器 ・土器類の様相をみると、舶叔陶磁器には青磁、白磁、染

付、同産陶磁器 ・上器には珠洲焼、越前焼、瀬戸美濃焼、瓦質ヒ器、かわらけがある。破片点数で

は、舶載品16%、国産品84%の構成比を示 し、舶載陶磁器の中では青磁、国産陶磁器 ・上器では珠

洲焼が最も多い。ただし、全般的に微細な破片が多いため、個体識別及び器種認定を行なうのは困

難であり 、例えばR常雑器である、かわらけの出土点数が著しく少ない状況に象徴されるように、

構成比に誤差を生じている可能性が高い。陶磁器 ・土器の製作年代としては、14世紀代から16世紀

代のものがあり 、概ね15世紀代にかかるものが多い傾向が指摘される。陶磁器 ・上器の編年からみ

た追跡の存続年代は、15世紀代を中心とした14世紀~16世紀の間と考えられよう。

木製品には多種類の生活関連用具があり 、漆器、曲物、下駄、櫛、紡輪、箸、杓子、形代などが

認められる。木質追物の出卜→例が少ない長岡市域では、いずれも買咀な資料となる。その中でも、

人形は％時の生活風習を示す呪術関連用具として、また 「文明」(1469~1487年）の銘記のある墨

占木片は、15世紀後半に追跡が存在していたことを明確に示す資料として重要である。その他、鉄

製 11111には、エ具や農具などの生活用具のほか、刀千や脇差などの）］類があり 、武具を保有していた

集格であったことがわかる。また銅製品には、仏具とみられるものも認められ、信仰生活の一端を

示すものと考えられる。

集落の構成と展開 中世に帰屈する追構としては、東地区の平坦部に ピッ ト群、井戸、溝、道跡

などがあり 、その北西部には泌坑群が位閥している。 』プ、西地区では、西半域を中心にヒ°ット群、

建物跡、杭跡、土坑、溝などが検出された。また西地区の束‘且域は、追構がほとんど認められず、

地111上面に礫が露出した状況で、I(対食質土壌が堆積していた。 レベルもやや低く 、南側の丘陵から

延びる沢状の湿地地形であったとみられる。現状では、堀や大規模な溝で集落を画している状況は

うかがえない。

これらの状況を総合すると、当時の集落は中央部に小規校な沢あるいは湿地帯を介在させて、そ

の東西に建物跡、井戸、上坑、溝などからなる居住域を形成し、東部の北側縁辺に堪域を設けた描

成であろう。東西の居住域は、さらに南側の未発掘域にも続いており 、束西の居住域が連結してい

たか、あるいは形成時期の差異を示していることも考えられる。

なお、追跡南側に接する低丘陵先端部には、空掘状の断切りや帯郭状の段が観察される地点があ

る。斤陵の頂部付近は、すでに牧屯地として削平されているため追構は不明瞭であるが、集落の背

後に砦的な施設が存在していたことも推測される。大行寺辿跡の束側 （市営スキー場北側）丘陵上

には、南北朝時代の構築とみられる新田山砦跡［長岡市1992]も確認されており 、戦国時代以前の

山城関連施設についても考駆する必要があろう。

集落の性格 居住域とともに墓域が形成されていることから、松菓追跡は一つの村としての体裁
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を備えているといえる。 しかし、近接する三貫梨遺跡と比較した場合、その内容には差異が認めら

れ、必ずしも同質の存在ではない。同追跡では、東西約86mの間隔で堀を設け、その内部に桁行7

間x梁問3間の大形建物跡や多数の柱穴群が検出されている。またその西側には、 80基に及ぶ墓坑

群を形成する。その出上追物からは、15Ill: 紀代を中心とし、松築とほぼ同時期に営まれていたと考

えられるが、 2X 2間程度の建物跡のある松薬に比較して、かなり大規模な集落を展開していると

いえる。

集落規模や遺物からみて、三貫梨は 「15世紀段階の寺院に近い性格をもつ屋敷跡」［駒形1987]

で、栖吉周辺では政治 ・経済 ・宗教の中核的な存在と評価できる。居館及び寺院的な性格を帯びる

三貫梨に対し、松槃は当時の一般的な集落の姿を示しているのであろう。この集落形態の差異は、

在地領日爵＝三貫梨、嬰民居＝松築といった階層的な様相を反映している可能性が高い。ただし、

松築出ヒの造物には、舶載陶磁器類、武具であるJJ類、宗教関連の銅製品などがあり 、階陪的には

有力な上恩農民が想定される。その他、周辺の中道追跡、大明神追跡、大行寺遺跡でもほぼ同時期

の遺物が認められることから、松葉を含むそれら栖吉川流域の集落は、三貫梨を中心とした連合的

なつながりをもっていたのではないか。

墓域の内容と評価 松葉遺跡の墓坑群の中では、人骨が出士したものすべてが火葬骨であった。

その状況から、墓坑の約半数は火葬骨を埋納したものと推測される。三貫梨遺跡の場合、報告［駒

形他1986]では墓坑の多くを土葬墓と考えているが、人骨の残存状況から再区分すると、土葬骨

（生骨）が出上したもの21基、火葬骨が出上したもの15基、骨が出土しなかったもの47基となり 、

必ずしも土葬墓が主流という状況ではない。また従来、三貫梨で士非絡とされた墓坑の形態を、松

築の火非骨＇出土墓坑と比較してみると 、特に著しい差異は認められない。 したがって、松築や三貫

梨周辺の風習として、 2種類の埋葬形態が共存していたことは明らかであるが、現状では土葬と火

葬のどちらが主流か判断することは難しく 、その埋葬の差が何を意味しているかも不明といわざる

を得ない。

三貫梨の筵域の評価については、高波保と志度野岐荘との領域境界を問題視し、「惣筵」 的な性

格を帯びるもので、栖吉川をその境界ととらえている［駒形他1986]。しか し、水田経営を基盤と

する集落立地からみて、松築と三貫梨が別領域の対峙した関係にあるとは考えにくい。松菓にも墓

域が形成されていることから、三貫梨の錨域は、周辺域を統合する共同紘地としての「惣墓」とい

うより 、むしろ三貫梨自体の居住域に付随するものと考えた方が妥当であろう。現状では、松菓と

三貫梨は互いに独立した集落ではあるが、両者ともに翡波保の領域に焔屈していたと考えたい。松

葉の位辟する栖吉川左岸域一帯も「栖吉」＝裔波保の領域に屈し、そのさらに南側の鉢伏の丘陵付

近が志度野岐荘との境界に相当していたのであろう。

栖吉周辺の歴史的経緯と松葉 文献史料にみる栖吉関連の動向を表4に示した。栖吉の地名が初

めて登場するのは「越後国頼蔵等引棺那願文案」で、「越後国東古志郡すよし条けいうん庵」の名

がみえることから、14tt~ 紀末の栖吉の地に、すでに集落が形成されていたことがうかがえる。その

後、普済寺「関連の記事が多くみられるが、応永18年の 「越後普済寺雲光院領寄進状」によれば、15

世紀初めには普済寺はい くつかの塔頭をもち、所領の寄進を受ける有力寺院であった。さらに普済

寺を中心に栖吉周辺は繁栄したとみられ、15世紀後半、文明末年 (1483~87年）の 「古志郡検地帳」
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表 3.中世の栖吉の動向

年代 ： 年号：和暦（年月日 ）〉 主な動向 松菓〉

1300 : 42-50 : 康永～貞和年間 栖占の普済年（ま臨済宗で格式は諸山、住職は別伝妙胤、と伝える 「79-81]

I 98: 応永 5. 10. 8 「束占志部すよし条けいらん庵りゑん 1が熊野大社に願文を納める [107] I 

1400 ------------ - ----------------------------------------------— し —
11 : 応永18. 7. lO 某氏、普済寺塔頭索光院に浦瀕の地を寄進 [116]

29: 正長 2. 6. 23 熊野大社の旦那に 「（高波保）上条栖吉住道久」あり [126]

61 : 究正 2. 7. 13 普済寺の住職に令誉が任命される， [152] 

64 : 究正 5. 7. 26 普済寺の住職に梵什が任命される [154]

83-87: 文明15-19 占志長IG孝景、占志郡内の公領 ・私領について検地帳を作成、栖占の領地も記載

される [164] *松菓遺跡出土堤占木片 「文明」 ．

86: 文明18. 3. 15 普済寺、一時住職不在で断絶 [165]

88: 長亨 2. 12. 14 普済寺の住職に玄願が任命される [173]

92: 延徳4. 3. 20 守護上杉房定，従来どおり普済寺を上杉氏の祈願所とし、諏訪神社領を代官に渡

すよ う、占志長尾孝穀に命じた [185]

I 95: 明応4. 12. 26 長rビ孝殻、隠居し家仔を房景に譲る「191・192]

1500~ ー―----------------------------------------------------------
01 : 永正元. 8. ]6 I片志長尼房景、栖占の普済寺領について、上杉防定夫人や守獲代長尼能景らと協

議 [206]

I 04 : 水正元. 9. 27 長11'.房尿、長尾能娯から普済寺領の支配と寺院の修理を命じられる [208]

05: 永正 2.4. 7 蔵主某、栖吉の領地を長It'.房景に引き渡す「209]
31: 亨禄4. 1 古志長Ft恨信、為景と協定「323]

33: 天文 2 普済寺中其、臨済宗から曹洞宗に改宗、開祖長翁昌宗、と伝える [327-329]

62: 水禄 5.5. 3 河田長親、豊前守となり栖吉領をつぐ [379-381]

78: 天正 6.5 謙信の死後、跡 1::l をめぐり御館の乱おこる [425•426 ]

, 78: 天正 6.6. 11 長1そ景信、 I: 杉景虎月について転戦し、頸城の居田浜で戦死 [427-430]

I 78: 大・正 6. 7. 5 河田長親、上杉景勝の求めで忠誠を誓う「432]

I 79: 天正 7. 3. 24 上杉尿虎戦死、栖吉城ほか中越の景虎方なおも抵抗を続ける「439].その後、栖

吉城は落城

I 8Q: 天正 8.6 御館の乱おわる「452・453]

: 80: 天正 8. 8. 20 上杉景勝に敵対した栖吉衆の領地没収 ・再編はじまる [455]

I 81 : 反正 9.3 河田長親、越中松釘城で病死 [460]

: 82: 天正10. 2. 14 河Ill岩鶴）L、栖吉衆の領地再編はじめる「174]

I 91 : 文禄 3 「定納員数口録」に栖吉衆 ・蔵_E堂衆が登録 [517]

1600 I 98: 曖長 3. 1. 10 上杉尿勝、会津へ国替え

＊『長岡市史』行料編2古代 ・中lit・近世ーの「古代 ・中世」編にもとづき作成 [ ] I村の番号は、栢l府料組の資料番号と対応する。

には、神済寺及びその塔顕、在地領じとみられる T-坂対馬守被官金原新右兵衛分などの広人な領地

が記載された。普済寺は 「初メ天台宗大行寺卜号シ、字三貫二在リ 、天文二年金原大膳中興、ンテ、

当宗二改メ 、長翁ヲ中即開山ト ス、同JC年叫地二移ス」［長岡市1989]と伝え、由緒や逍跡の状況

から、その旧所在地は二貝梨遺跡付近にあった可能性が高い。おそらく 、14IH: 紀代から15世紀代ま

では、栖占川沿いの肥沃な扇状地を利用した水田耕作の経済基盤をもち、栖吉川流域の要所に集落

が散村的に展開していたと考えられる。：：：：：．貫梨を中心として、松槃、中道、大明神、大行寺などの

遺跡がそれらの集落跡に相‘片しよ う。

しかし、15世紀後半には、晋済寺の住職が一時断絶するとともに、占志長尾氏の勢力が徐々に浸

透して、すでに政治的な状況は揺るぎはじめていたとみられる。16世紀初頭に至っては、占志郡司

長尾房漿が普済坪領を支配することになる（永正元： 1504年、「長尾能景害状」）。おそらく 、15世

紀末~16枇紀初頭にかけて、古志長尾氏は栖吉周辺での勢力を確立、拠点の比重を蔵王堂から栖吉

に移したのであろう 。この動向を反映して、栖吉川沿いの集落は衰退し、 栖吉城の麓付近に大規模

な城下集落（現在の集落に近い範囲）を形成していくことになる。普済寺も16世紀前'I"(火文2:15 

33年）に至って、栖占城下の現在地に中興開山している。16111:紀以降、上杉氏の国替え（疫長3:15 

98年）までは、松袋や二貫梨など栖吉川流域の集烙域は、恒常的な集落としての機能は失われ、耕
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地の維持 ・管理を主として、断続的に利用されたと推測される。特に16世紀後半には、河田長親が

慨1i1I守として栖吉領を継ぎ、古志衆と栖吉衆が分裂、さらに御館の乱による栖吉城落城、その後の

栖，片衆の領地再編など、忍激な社．会の疫動のなかで、不安定な枯勢下にあったのではないか。

4. 近世

17111: 紀代の唐津焼、 悩未頃の/j訓り系陶磁器片、寛永通宝などが出上しているが、集落を形成して

いた状況にはない。松燥1月辺域は17111:紀以降、 洋に水田や畑などの耕作地として利用され、陶磁器

類も農作業に伴って搬人されたものであろう 。近世期の栖吉周辺は長岡藩領となるが、中世末に形

成された城ド集落の娯観をほぼ引き継いだかたちで、集落が営まれていたと考えられる。
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写真 1.遺跡の景観と発掘状況

栖，＼城跡 風谷111

①追跡の遠娯（北西側から）

②追跡の近景（内側から）

③発掘作業状況（東地[J.、n11部、11',東側から） ④表 I:除勾4深状況（西地区、南東側から）

a、.

⑤発掘作業状況（西地lり東部、南火側から） ⑥西地区の U,'1rsoライソ断面、西側から）
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写真2.東地区の完掘状況
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①東地区平坦部全屎

（東側から）

②束地区平坦部中央

30a杭付近(SK4・
SE 1他、北側から）

③東地区北内部様坑

群全景(GL -G17・ 

SX4他、北西側から）



写真3.西地区の完掘状況

①両地区全景
（西側から）
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③西地区西半部
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, ... 
① SK 1断面 （北側から） ② SK5完掘状況 （北東側から）

＊ ",_ 

④ Pl2完掘状況（北側から）

⑥ SE 1底面部 （東側から）

＇ 身
d
 
ヽ

,J
 

⑦ SE2完掘状況（北側から） ⑧ SE3完掘状況 （南側から）
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写真5.東地区の遺構灌；坑）

.. --
訟 3完掘状況 （北側から）

③ G4人骨出土状況 （北東側から）

⑤ 5完掘状況 （底面に銭貨、j践物 No.239、東側から） ⑥ 6完掘状況 （東側から）
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' 
④ 13完掘状況（北側から）

⑤ 14完掘状況 （北側から） ⑥ 1 5完掘状況 （北西側から）

(1x;l6・Gl7完掘状況 （北西側から）
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写真7.西地区の遺構
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① SK 1・SK 3完掘状況 （底面に木製品、北側から） ② SK2'I': 戟状況 （北側から）

③ SE4完掘状況 （西側から） ④ Pl05完掘状況（西側から）

`~ 摯~,.

⑤ SD6断面 (80h区付近、南側から） ⑥ SD8断[(Ji(75f区付近、南側から）

,, ·-~~ .. 
⑦ K102断面 （東側から）
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写真8.遺物の出土状況

⑤人形出 1こ状況 (65i区、遺物邸205、東側から

⑦J]子出七状況 (SE4、遺物 No234、北側から）

⑥ 1J11物出ヒ状況 (76e区、遺物Nol95、東側から）

r
`
 

9

、
⑧自然木出上状況 (63i区付近、南側から）
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写真9.出土遺物 (1~44) (1 , 3) 
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写真10.出土遺物 (45~79) 
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写真11. 出土遺物 (80~112、146~156) (1 3) 
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写真12. 出土遺物 (113~145) (1 4) 
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写真13. 出土遺物 (157-184)
(1 3) 
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写真14. 出土遺物 (185~204) (1 3) 
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写真15. 出土遺物 (205~ 250) (1 / 3) 
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写真16. 出土遺物 (253-262) (1 6) 
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